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２０２１年４月２日の世界自閉症啓発デーにおいて 

 

今年も大阪では大阪城 、天保山大観覧車、 

太陽の塔がブルーライトアップされました。 

（主催 大阪府、大阪市、大阪自閉スペクトラム協会 

共催 日本発達障害ネットワーク大阪 

協力 天保山大観覧車、塩野義製薬株式会社） 

堺市も旧堺燈台、（主催 堺市）がライトアップされました。 

 

昨年度と同じく、新型コロナウイルス感染防止の為、大阪城の 

ライトアップを準備するシート貼り付けは限られた参加者で 

行いました。全国的に講演会、作品展などは、動画発信が多く 

なりました。当会では、大阪城、太陽の塔、大阪市役所、旧堺燈

台のライトアップを巡って来ました。今回大阪市では市役所

本庁舎のブルーライトアップを実施するなど普及啓発活動に取り組みされていま

した。  
                                               大阪城天守閣 （大阪市中央区） 

                
     シート貼り付けのみなさま              シート貼り付け 

皆様の支援のおかげで、ライトアップが出来ました。感謝申し上げます。 

令和 3 年８月 ＮO12 
一般社団法人 大阪自閉スペクトラム症協会 

〒532-0023 大阪市淀川区十三東 2-5-15-405 
Tel 06-4862-4144  Fax 06-4862-4158 

Email / jas-os@nifty.com 

http:// autism-osaka.org 
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☆巡ってきた太陽の塔のライトアップ☆ 

                

万博記念公園太陽の塔（吹田市）      大阪市役所玄関前 

☆その他「世界自閉症啓発デー」ブルーライトアップして頂いた所☆ 

                       
 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）（大阪市中央区） 大阪府咲洲庁舎（大阪市住之江区） 

 

 旧堺燈台、（主催堺市）  

                                     天保山大観覧車（大阪市） 

 

   

  

令和３年 4月 2日撮影した写真です。太陽の塔、ドーンセンター、大阪府咲洲庁舎の写真は、大阪府提供していただきました。 

天保山大観覧車の写真は、大阪市提供していただきました。 
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大阪市よりスポーツチームによる啓発活動のご協力 

次のスポーツチームのご協力により、試合時に、自閉症をはじめとする発達障がいについて正しい理解と

認識を深めていただくための啓発活動を実施されました。 

サントリーサンバーズ 

令和３年３月 2０日（土曜日）、2１日（日曜日）の試合時において、自閉症をはじめとする発達障がいについて正

しい理解と認識を深めていただくための啓発活動として、アリーナ内での啓発ポスターの掲示、電光掲示板での 

発達障がい啓発メッセージの放映を実施されました。 

 

大阪エヴェッサ（ヒューマンプランニング株式会社）令和 3 年 3 月 20 日、21 日 

オリックス・バファローズ（オリックス野球クラブ株式会社）令和 3 年 3 月 30 日～4 月 1 日まで 

セレッソ大阪（大阪サッカークラブ株式会社）令和 3 年 4 月 2 日 

☆世界自閉症啓発デー関連イベント報告☆ 

〇世界自閉症啓発デー2021 啓発ウォーキング 令和 3年４月３日（土） 

コロナ感染予防対策を確認して大阪市役所を出発して、中之島公園を通り、大阪府庁付近をそぞろ歩きしました。 

参加 9名 

 

アンケート結果 

 

５人回答（５５％） 

＊4 月 2 日が世界自閉症啓発デーであることしっていましたか。 

 知っている５人（100％）しらない 0 人（0％） 

＊4 月 2 日の世界自閉症啓発デーの活動、ライト・イット・ブルーを 

 ご存じですか？ 

 よく知っていた ５人（100％） わりと知っていた 0 人（0％） 

あまり知らなかった 0 人（0％）   

＊ライト・イッツ・アップ・ブルーはどこで見たいと思いますか？ 

大阪城４人（80％） 天保山大観覧車２人（10％） 

 太陽の塔２人（４0％）堺市旧堺灯台１人（20％）その他 0 人（0％） 

（全国の観覧車を） 

＊一緒歩いてみてどうでしたか。 

 楽しかった。５名（100％）楽しくなかった。0 人（0％） 
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＊自閉症の人たちへの支援で自分にできることがありそうですか。 

（支援内容 理由 欲しい情報） 

 ○きょうのようにウォーキングでしたら参加します。 

○一緒に歩いて良かった また、機会があれば参加したい。 

○とりあえず、話しかけること 

○子ども達との暮らしをFacebook のブログ公開しています。 

○特性について知らない人に話をする。 

○ご一緒に楽しく過ごすぐらい 

○自閉症の人のための防災など 

＊理解を深めるためにはどんな情報があれば良いと考えますか？ 

  ○障がい者本人の好きなこと、嫌いなことを知ること 

  ○高齢者、子育て支援とならんで、発達障がいのジャンルを公的に 

   地域にも作ってもらい、ブースが常に在る状態が良いと思います 

  （本人たちが集える場所） 

  ○見た目では分からない、感じ方や受け取り方の違いについて、 

   みんなに知って欲しいと思います。 

  ○ライフステージに応じた支援が判りやすく、まとまったリンク集 

   

啓発ウォーキングして 

平成１９年１２月１８日国連総会において、毎年４月２日を「世界自閉症啓発デー」とすることが 

決議され、世界各地において自閉症に関する啓発の取り組みが行われています。 

これに対して、世界自閉症啓発デー．日本も日本全国で各種啓発活動に取り組んでいます。 

今後、一人ひとりの理解が深まり、自閉症の人々にとっても暮らしやすい社会となることを、 

私たちは願っています。 

 

〇自閉スペクトラム症児者のアール・ブリュット展 令和３年４月 1４日（金）～４月２１日（水） 

大阪市中央図書館のご厚意で１F エントラスホールギャラリーを今年もお借りする事が出来［自閉スペクトラム症

児者のアール・ブリュット展］を開催する事が出来ました。 

 

 

 

２０２１自閉スペクトラム症児者のアール♥ブルット展の回収アンケート結果 

アンケート回収数  ５人 

１． あなたの年齢は 

  □１０代以下０人 □１０代  ０人 □２０代  ０人 □３０代 １人 

□４０代  １人 □５０代  １人 □６０代  １人 □７０代 １人 

３．お住まいは 

  □大阪市内   ５人    □大阪市以外   ０人 
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４．この催しを何で知りましたか？ 

□中央図書館のホームページ           １人 

□大阪自閉スペクトラム症協会のホームページ   ０人 

□大阪自閉スペクトラム症協会の機関紙      ０人 

□友人・知人                  ０人 

□その他                    ４人 

    （図書館に来て知った 2人・ツイッターで 1人・出展して 1人） 

５．今回の作品展の内容について、どう思われましたか？ 

  □良かった  ４人   □ふつう  １人   □良くなかった ０人 

６．世界自閉症啓発デーをご存知でしたか？ 

  □知っていた  ３人            □知らなかった ２人 

７．発達障がい（自閉スペクトラム症）をご存知でしたか？ 

  □知っていた ５人            □知らなかった ０人 

８．ご感想ご意見がありましたらご記入ください。 

 ＊偶然でも知るきっかけになりました。ありがとうございました。 

さをり織りを始めてみたくなりました。 

 ＊皆さんがんばって作品を作られたのですね、お世話指導される方々ご苦労様でした。 

  きれいな作品バック小物でした。 

 ＊自閉症スペクトラムの方が活躍できる場を多く作って頂けると、ありがたいと思います。 

○新型コロナウイルス感染症の影響により世界自閉症啓発デー

講演会（共催 大阪市中央図書館）は中止になりました。 

 

〇大阪市によるポスターやリーフレットによる啓発について 

3 月 1 日から、主に次の場所にてポスターの掲示やリーフレット      

の設置を行いました。  

 

大阪市役所ロビーホール(上写真) 

・ Osaka  Metro 駅構内掲示板  

（新大阪・淀屋橋・本町・なんば・天王寺・なかもず・大日・太子橋今市・天神橋筋六丁目・東梅田  

・天満橋・谷町九丁目・喜連瓜破・住之江公園・大阪港・堺筋本町・野田阪神・日本橋・天下茶屋  

・大正・蒲生四丁目・ポートタウン東）  

・ 各区役所  

・ 市立心身障がい者リハビリテーションセンター（大阪市平野区喜連西 6-2-55） 

・ 福祉局障がい者施策部（大阪市役所 6階）（大阪市北区中之島 1-3-20） 

・ 中央図書館（大阪市西区北堀江 4-3-2） 

・  3月中旬から3月31日まで、大阪市内のイオングループ店舗（イオン、イオンモール、KOHYO、マックスバリュ、山陽

マルナカ）及び大阪シティ信用金庫の大阪市内の営業店舗において、ポスター掲示にご協力を頂いたそうです。 

＊大阪市の世界自閉症啓発デーホームページ抜粋 

https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000371237.html
https://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/osakacity/Map?mid=1&mps=5000&mpy=34.6099390074255&mpx=135.547381055928
https://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/osakacity/Map?mid=1&mps=5000&mpy=34.694289&mpx=135.502222&mtl=1001&fid=116-1001
https://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/osakacity/Map?mid=1&mps=5000&mpy=34.6739610298041&mpx=135.485969191222&mtl=1005
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☆JDDｎｅｔ大阪の啓発講演会 

日本発達障害ネットワーク大阪の発達障害週間デー講演会 

主催：日本発達障害ネットワーク大阪（ＪＤＤｎet大阪）  

後援：日本発達障害ネットワーク（ＪＤＤｎet） 

日時:令和3年4月4日（日）13時半～16時半（受付 13時 10分） 

場所:ドーンセンター 4階 大会議室３ 

内容:多様な働き方への挑戦 ～テレワークへの可能性～ 

１３：３０ 開会 あいさつ  

１３：４０ 「障害者雇用の現状～発達障害のある人を中心に～」  

       真銅 申一 氏                                      

（ 厚生労働省大阪労働局 職業安定部職業対策課 地方障害者雇用担当官 ）  

１５：００ 「コロナ禍における企業の取組 ～テレワークの活用～」  

奥脇 学 氏  

（有限会社 奥進システム 代表取締役）  

１６：００座談会 

参加して 

    コロナ禍でテレワークをすることで、発達障がい者が働きやすくなっているのだなと思いました。 

    以前からこの取り組みをされていた奥脇さんの話を聞くと環境がキチンとされていないとテレワークも 

    むずかしいようにも感じられた。 

 

☆大阪府 発達障がいシンポジウム「世界自閉症啓発デー in OSAKA 2021」 

日時：令和３年４月８日（木曜日） １４時から１６時３０分まで 

開催方法：オンライン形式（Cisco Webex Meetings を予定） 

講演： 

第１部（14:05～15:20） 

「全ての子どもたちの発達を支える仕組みづくり ～多様性を認め支えあう社会へ～」 

講師 和久田 学先生 

（公益社団法人子どもの発達科学研究所 主席研究員 

大阪大学大学院連合小児発達科学研究科 特任講師） 

第２部（15:30～16:30） 

「はじめて発達障がいの学生・就労者にかかわっていく上での基礎知識」 

講師 西井 重超 先生（はたらく人・学生のメンタルクリニック 院長） 

 オンラインで参加して 

     JDDｎｅｔ大阪の講演会でも環境を整える大切さが、発達障がい者の理解にもつながるので、 

     啓発活動を必要だと思いました。 

 

☆日本自閉症協会から世界自閉症啓発デーについて☆ 

4 月 2 日公式イベントとしての東京タワーブルーライトアップ点灯式に新型コロナウイルスの感染防止の為限られた

参加者のスイッチオンとなりました。 

参加者  

発達障がいの支援を考える議員連盟会長代理野田聖子氏、 

事務局長高木美智代、 

セサミストリートの自閉症のキャラクター ジュリアちゃん、そのお友達の 

エルモ、クッキーモンスター、 

日本実行委員長 市川宏伸氏（日本自閉症協会会長） 
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○世界自閉症啓発デー ONLINE 2021 - 輝く人・照らす人 - 

 動画配信の開始日 ： 2021年 4月 2日（金） 

■コンテンツ ①「  友情で輝く・友情で照らす－ジュリアとエルモのストーリータイム－ 」 

セサミストリートの体験型オンライン読み聞かせ「ストーリータイム」を紹介します。今回の絵本は「ともだちひろば」。 

自閉症のジュリアとそのお友だちの様子をえがいたお話です。 

皆さんも動画を見ながら一緒にストーリータイムを体験しませんか？参加者の感想、制作者や出演者の思いも 

お届けされました。 

■コンテンツ ② 「動画で輝く・動画で照らす －世田谷区の啓発動画ハッタツ凸凹あるあるのできるまで－」   

 世田谷区が企画した発達障害理解の動画「ハッタツ凸凹あるある」を紹介。動画の企画を行った世田谷区、制作に 

あたった「Get in touch」、助言を行った東京都自閉症協からそれぞれ企画・制作秘話、決め台詞である「ハッタツ、 

これでいいのだ！」の思いと願いについて伺われました。 

■コンテンツ ③ 「 スポーツで輝く・スポーツで照らす －スポーツのちから－」  

 スポーツが自閉症の人たちにすてきな力を与えていることがあります。そんな「スポーツのちから」を筑波大学の 

澤江先生へのインタビュー、北海道の児童発達支援・放課後デイサービス事業所ジュン・ハートさんの活動、 

スポーツを楽しまれているご本人やご家族の紹介を交えながらお伝えされました。 

 

☆日本自閉症協会はチャリティーＴシャツを作られて、沢山の方々が購入していただいたことに感謝されていました。 

ホームページでは、当会会員であり、日本自閉症協会副会長 辻川佳乃氏が着ている写真が掲示されていました。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆日本自閉症協会より 

〇総会    6月 20日総会の内容説明を zoom会議で行い、27日までに書面にて確認、承認されました。 

〇都道府県 zoom会議 7月 17日実施されました。27団体参加。 

共通の問題点  １，会員数減少 ２，会員の高齢化  ３，協会の役割 ４，強度行動障害について分かり 

コロナ禍の中での活動を聞かれました。 

 

 

 

 

https://drive.google.com/file/d/1p9ZMlDpScLRG3MWSUeGgsRmEH92Cca1T/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/11pj9PfxfK3tOmTDAArJXgIIklm9dRTCz/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/111tdzFVJeHZtx0hvsNJ15u74-S-UErYT/view?usp=sharing

